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爲翼は5本のフイルムで，人物や景色が爲ってみた．

　天界の去年7月號に，星見山人氏がし花山だよりiの中に，祇園の藝者を

2人のせて深夜の京阪國道をドライブする事件を書いて居られるが，あの圭

入公が上島先生であることは天文蔓の内部の入以外には殆んど知られてみな

いであらう．ある日の午食の席で，ポツリポツリと話されたものである・一

同大笑したが，この喜劇も今は悲しい追憶になってしまった・

　本巻頭に掲げる童心は1934年9月，先生が太陽物理撃の講義を終へ，研究

室へ引揚げやうとせられた時，高倉理智士が學生時代に撮影されたものであ

る。こ玉に先生の面影をしのぶことXする．

　　　　　　　　　上島昇君を悼む

　上島昇君は明治38年1月17日三重縣一志郡霜葉村に生れ，八高を経て京都

帝大へ大IE　14年春に虫魚，昭和3年に理面部を卒業し玉壷＝才である・八高時

代に蓮沼氏（故人）の影響で天文に興味を持つやうになったと自ら話してゐk

が，大學卒業後1年聞は大學院に入り，昭和4年天文學の講師を拝命，今日に

至った．太陽物理學を尊攻し，花山天文台創立以來，太陽部長として，日夜

観測研究を鋤んだ．昭和4年5月9日の日食観測隊に加はつてスマトラに行っ

たこともある．昨年春，長き苦心の結果として分光太陽鏡を自作し，之れを

以って年末まて太陽面の水素斑を毎日観察した．此の器械は，目下，日本は

勿論，東t羊に唯一のもので，花山の誇りである．

　立直から頑健であったが，今年初から肋膜を病み，腹膜に轄じ，途に去る

2月末日京都府立論科大畑病院で死去した・

　かけがへのなv・一人を失って，花山の損失は大きい．しかし，あとに疫し

た太陽研究上の功績は，今後此の方面に進む者の指針とならうと思ふ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本一清記す）


